
総務省 統計委員会
（※平成28年４月
総務省に移管）

■政府統計について、統計の歪みを定期的に検知・検査する仕組みを整備し、統計精度改善のＰＤＣＡサイクルスキーム
を確立

■各府省が所管行政の統計を正しく設計、分析、補正など行えるようにするため、研修、技術研究等の機能・体制を強化

統計の歪みを検知
・統計精度に係る定期的な
検査を実施

・改善の進捗状況の把握

各府省

統計精度に係る審議
課題解決に向けた
方針を整理

統計調査の企画、
推計方法の見直し等

統計作成
統計作成の改善計画

PDCA

統計委員会の提言を踏ま
えた改善の取組を着実か
つ計画的に実施

計画立案に必要な知識、技術については、研
修の実施など、総務省が個別に支援

母集団情報・標本抽出、調査結果の補正・補完、
集計等を総務省が個別に支援
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現在は、調査項目等を
変更した際に審査・
諮問する仕組み

統計精度の改善
に向けた方針を
提言

総務省・統計センター
標本抽出・集計（調査回答の補正・補完、推定、誤差率計算等）統計研修

支援

統計委員会に報告

統計精度に関する報告
改善の進捗状況の報告

政府統計の精度維持・向上の仕組み（ＰＤＣＡ）のイメージ
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統計調査で得られたミクロデータ ＝ 学術研究上、利活用価値が高い

背景

利用目的の公益性確保や秘密保護のため、各調査実施機関による慎重な事前審査
⇒ 安全性を担保する故に、利活用の利便性に限界

現
状

セキュリティが
確保された回線

管理者

専用サーバ

遠隔操作

集計・分析
結果の表示

Webカメラ

（中央データ管理施設）

各府省
（総務省統計局等の
調査実施部局）

利用者

オンサイト施設Ａ

 利用者窓口
 利用者向け研修
 申請・持ち出し時の形式審査
 データ・システムの管理 等を担当

システムによる自動制御
（不正操作の防止）

オンサイト施設Ｂ

申請・持ち出しの
諾否の審査

 調査票情報を収録

 統計センターに利用者窓口等、所要の関連
業務を委託

（新たな仕組みのイメージ）

新たな仕組みを導入し、安全性と利便性の双方を向上させ、ミクロデータの利活用を一層推進

ＩＣＴを活用した統計ミクロデータの利用促進
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